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稚内南小学校だより「まこと」 

日 曜 行 事 予 定 

１日 木 新 1年 1日入学 スキー学習（6年） 

２日 金 スキー学習（２・５年） 

５日 月 全校集会 

６日 火 南中体験入学（6 年） 

スキー学習（1 年） 

７日 水 スキー学習（3 年） 

８日 木 スキー学習（4 年） 

９日 金 スキー学習（2・５年） 

１３日 火 スキー学習（１年） 

１４日 水 スキー学習（3 年） 

１５日 木 スキー学習（４年） 

１６日 金 スキー学習（2 年・きらり） 

１９日 月 スキー学習（２年） 

２０日 火 参観日（３・６年） 

２１日 水 参観日（１・５年）スキー学習（きらり） 

２２日 木 参観日（２・４年・きらり）  

２６日 月 短縮日課 

２７日 火 児童会選挙 

２８日 水 短縮日課 

２９日 木 短縮日課 

 

  

 

  

本来なら 18日から 3学期をスタート

するはずでしたが、学校閉鎖等の影響に

より 1日早く始業式を行いました。児童

は久しぶりの学校を待ち望んでいた様子

で、みんな笑顔で友達との再会を喜んで

いました。 

 始業式前日に登校した 6年生は、校内

の全てトイレ掃除をしてくれました。お

かげで気持ちよいスタートをきることが

できました。普段から 6年生は校内のお

手伝い活動に励んでくれています。少し

ずつ成長し、中学生への一歩を進む 6年

生全員にぜひ励ましの声かけをお願いい

たします。 

 

■第７６回宗谷管内児童生徒美術展 

【低学年】 特選  １年 五十嵐謙祐・館農 悠  

      準特選 １年 中山源太・堀 いな勢・渡辺尋義 ２年 佐久間仁那・中村瑞希 

【中学年】 西條百貨店賞 ４年 早崎ひより 

特選  ３年 小原栞奈 

      準特選 ３年 阿部佑那 ４年 伊藤香音・舩木結陽・山崎隼矢 

【高学年】 宗谷美術教育連盟賞 ６年 小山柚葵 

特選  ５年 青山千愛 ６年 久保田奈奈 

      準特選 ５年 三上 奏・相澤楓星 ６年 遠藤穂心・屋比久享志・久保恭一郎 

 例年行われる宗谷美術展に今年も各学年の

図工の時間で完成させた力作を、たくさんの児

童が出品し賞を獲得しました。全員の名前を載

せることはできませんでしたが、準特選以上の

児童を紹介します。 

  

 

 

https://wakkanai-/


３学期のスタートにあたって 

校長 三野宮 誠 一 

稚内市の小中学校は暴風雪により１月２３

日から４日連続で臨時休校の措置を取りまし

た。本校では臨時休校時に教職員が出勤でき

る状況であれば、オンラインでの授業配信を

実施することとし、昨秋の台風による休校時に

は授業配信を行っております。しかし、今回の

ように市内線のバス運行が休止される場合、

教職員は災害事故休暇扱いとなり、基本的に

は出勤いたしません。教職員の自宅に必ずし

も授業配信が可能なインターネット環境があ

るわけではないため、冬期間の悪天候による

休校の場合、現状としましては授業配信は行

っておりません。ご理解をお願いいたします。 

なお、１月２６日については、教職員が出勤

できる状況でしたので、児童に次週以降の見

通しをもってもらうことを目的に、学級・学年ご

とに児童との打ち合わせの場をオンラインで

つくるよう、教職員に指示しております。病休

等により端末機器が自宅にない児童もいたか

とは思いますが、学校としましては可能なこと

を柔軟に行っていきたいと考えておりますので、

よろしくお願いいたします。 

４日間の休校への事後対応としては、「修

了式の１日繰り下げ」等の措置を取ることとし、

保護者の皆様には文書でお知らせしておりま

す。春休みをこれ以上縮減することは考えて

おりませんが、２～３月の教育計画に関する

変更点については保護者の皆様にその都度、

お知らせいたします。 

感染症の流行拡大により、全国で長期間の

休校となった際、「学校が休みになっても児童

生徒に自ら学習に取り組むことができる力を

身に付けさせること」の必要性が教育現場で

語られました。今回の休みの期間、担任から

児童へは学習課題等を提示していますが、

「自ら学びに向かうことができる自立した児童

の育成」を本校としても引き続き目指してまい

ります。 

さて、先日の稚内市定例校長会議において、

佐伯教育長より能登半島地震の発生に関わ

り、「学校での災害への備えと避難訓練の重

要性」について言及がありました。本校では

「火災」と「地震・津波」に関わる避難訓練は定

期的に実施しております。これらに加えて、非

常時の「保護者への児童の引き渡し訓練」も

必要と学校ではおさえております。災害以外

にも課業中の校区内での「事件・事故の発生」

や「熊の出没」等は起こりえます。今年度は下

校時の「雷」への対応として、保護者の皆様に

児童のお迎えをお願いしました。車両の混雑

による危険性についてご指摘もいただいてお

りますので、今年度は実施していない全校的

な児童の引き渡し訓練は必要と考えておりま

す。また、「課業中の災害や事件・事故の発生

への対応」に関して、学校からご家庭へ事前

にお伝えしておくべきことについては、校内で

今一度整理し、定期的にお知らせいたします。 

避難訓練や防災に関する学習の際、私は

児童に対して「放課後に自宅に一人でいる時

に災害が発生した場合の対応について、家庭

内でも確認しておく」よう伝えております。通信

手段が使用できないことも想定し、いざという

時は児童が自分で判断して適切な場所に避

難できることが求められます。今一度、稚内市

からの情報をご確認の上、お子さまとのご確

認をご家庭内でお願いいたします。 

 

【避難訓練後の稚内地方気象台による講話の様子】 


